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熊
本
県
上
益
城
郡
山
都
町
の
通
潤
橋

（
国
指
定
重
要
文
化
財
）
が
復
旧
し
本

年
７
月
21
日
、
４
年
３
カ
月
ぶ
り
に
放

水
が
再
開
さ
れ
た
。

　

通
潤
橋
は
１
８
５
４
（
嘉
永
７
）
年
、

農
業
用
水
を
台
地
に
送
る
た
め
に
建
設

さ
れ
た
江
戸
期
最
大
の
石
造
水
路
橋
。

橋
の
上
部
に
設
置
さ
れ
た
水
を
送
る
３

本
の
石
管
の
接
合
部
（
目
地
）
に
は
漏

水
を
防
ぐ
た
め
に
漆
喰
（
し
っ
く
い
）

が
詰
め
ら
れ
て
い
る
。

　

２
０
１
６
（
平
成
28
）
年
４
月
の
熊

本
地
震
で
は
、
そ
の
通
水
石
管
の
目
地

が
破
損
し
た
。
そ
の
た
め
復
旧
工
事
が

進
め
ら
れ
て
い
た
が
、
18
年
５
月
の
大

雨
で
上
流
右
岸
側
の
壁
石
93
石
が
崩

落
。
そ
の
後
92
石
が
回
収
さ
れ
た
。

　

学
識
経
験
者
や
技
術
者
、
地
元
代
表

者
ら
に
よ
る
各
種
の
専
門
部
会
が
繰
り

返
し
開
か
れ
、
19
年
３
月
か
ら
復
興
事

業
が
始
ま
り
、
復
旧
工
事
を
地
元
の
㈱

尾
上
建
設
（
会
長
の
尾
上
一
哉
氏
は
本

会
の
技
術
部
長
）
が
担
当
し
た
。
８
月

か
ら
崩
落
部
に
近
い
通
水
石
管
1
本

（
37
石
）
と
、
崩
落
し
た
壁
石
の
1
段

下
の
列
ま
で
が
解
体
さ
れ
、
石
材
を
積

み
直
す
作
業
が
行
わ
れ
た
。

　

工
事
の
過
程
で
は
裏
築
（
う
ら
つ
き
）

と
呼
ば
れ
る
壁
石
の
内
部
構
造
が
判
明

（
会
報
95
号
で
紹
介
）
し
た
ほ
か
、
壁

石
の
所
々
に
奥
行
き
95
㌢
ほ
ど
の
特
に
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中面の案内

復
旧
工
事
が
終
わ
り
放
水
が
再
開
さ
れ
た
国
指
定
重
要
文
化
財
の
通
潤
橋

　
　
　
　
　

 

＝
熊
本
県
上
益
城
郡
山
都
町
、２
０
２
０
年
７
月
21
日　
中
村
ま
さ
あ
き
撮
影

長
い
石
材
（
長
尺
石
）
が
使
用
さ
れ
て

い
た
こ
と
も
分
か
っ
た
。

　

復
旧
工
事
で
は
３
次
元
画
像
計
測
な

ど
を
使
っ
て
回
収
し
た
壁
石
の
位
置
を

特
定
し
、
再
使
用
不
可
能
と
み
ら
れ
た

４
石
に
つ
い
て
は
新
材
が
使
用
さ
れ
、

劣
化
し
て
い
た
通
水
石
管
１
石
も
新
材

で
作
製
、
交
換
さ
れ
た
。
ま
た
、
今
後

の
壁
石
の
は
ら
み
出
し
防
止
の
た
め
、

編
み
目
状
の
シ
ー
ト
が
裏
築
に
設
置
さ

れ
て
い
る
。

　

本
年
２
月
ご
ろ
に
通
水
石
管
の
目
地

漆
喰
詰
め
、
３
月
に
石
管
横
の
被
覆
土

の
埋
め
戻
し
作
業
が
終
わ
っ
て
、
４
月

19
日
に
関
係
者
の
み
に
よ
る
「
通
潤
橋

復
興
事
業
竣
工
式
」
と
「
記
念
放
水
」

を
行
う
予
定
だ
っ
た
。
し
か
し
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
緊

急
事
態
宣
言
の
発
令
を
受
け
て
式
典
は

7
月
21
日
に
延
期
さ
れ
た
。

　

通
潤
橋
史
料
館
の
石
山
信
次
郎
館
長

（
会
員
）
は
記
念
放
水
の
日
、「
や
っ
と

こ
の
日
を
迎
え
ら
れ
た
。
す
で
に
県
内

の
小
学
校
を
中
心
に
多
く
の
見
学
予
約

が
入
っ
て
い
る
。
ま
だ
熊
本
地
震
前
の

状
況
に
は
及
ば
な
い
が
、
感
染
拡
大
に

注
意
し
て
来
館
者
に
対
応
し
て
い
き
た

い
」
と
喜
び
を
語
っ
た
。

　

放
水
の
予
定
日
時
は
、
山
都
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
「
放
水
カ
レ
ン
ダ
ー
」
で

確
認
で
き
る
。（
広
報
部
）

「
通
潤
橋
」＝
熊
本・山
都
町

 

放
水
再
開 

４
年
３
カ
月
ぶ
り
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国宝・青井阿蘇神社前のハス池に架かる「禊（みそぎ）橋」は高欄が崩壊
＝熊本県人吉市上青井町

「古町橋」は上流右岸側の取付護岸の石垣が崩落
＝熊本県球磨郡湯前町

「義人橋」は両岸の取付護岸から壁石に続く石垣が崩落し、右岸側に穴が空いた
＝熊本県人吉市古仏頂町

月
の
豪
雨
は
各
地
の
石
橋
に
被
害
を

も
た
ら
し
た
。熊
本
県
南
部
を
流
れ
る

球
磨
川
が
氾
濫
し
、流
域
の
人
吉
市
や
球
磨
郡

球
磨
村
で
は
水
害
が
起
き
た
。国
宝
・
青
井
阿

蘇
神
社
前
の
ハ
ス
池
に
架
か
る「
禊（
み
そ
ぎ
）

橋
」（
人
吉
市
上
青
井
町
）は
、
朱
塗
り
の
コ
ン

ク
リ
ー
ト
製
高
欄
が
崩
壊
。１
８
５
４
（
嘉
永

７
）
年
架
設
と
人
吉
地
域
で
最
も
古
い
「
石
水

寺
門
前
眼
鏡
橋
」（
人
吉
市
下
原
田
町
、市
指
定

有
形
文
化
財
）
は
、
右
岸
側
の
高
欄
の
一
部
が

崩
落
し
た
。

　

球
磨
川
に
注
ぐ
胸
川
の
支
流
、
寒
川
に
架
か

る「
義
人
橋
」（
人
吉
市
古
仏
頂
町
）は
、取
付
護

岸
か
ら
壁
石
に
続
く
石
垣
が
損
壊
。右
岸
側
に

空
い
た
大
き
な
穴
が
洗
掘
の
す
さ
ま
じ
さ
を

物
語
る
。路
面
は
通
行
禁
止
の
状
態
。橋
の
す

ぐ
上
流
の
川
の
堤
防
も
両
岸
が
崩
壊
し
た
。文

化
財
の
指
定
を
受
け
て
い
な
い
義
人
橋
は
、
現

役
の
農
業
用
道
路
だ
っ
た
。

　

球
磨
郡
湯
前
町
は
球
磨
川
の
上
流
域
に
位

置
す
る
ロ
ー
カ
ル
線
「
く
ま
川
鉄
道
」
の
終
着

駅
が
あ
る
町
で
、鉄
道
は
被
災
し
て
現
在
は
不

通
の
状
態
。球
磨
川
支
流
の
都
川
に
架
か
る
古

町
橋
は
、
上
流
右
岸
側
の
取
付
護
岸
の
石
垣
の

一
部
が
崩
落
し
た
。護
岸
に
自
生
し
た
木
が
成

長
し
て
根
を
伸
ば
し
、
そ
れ
が
石
垣
の
損
傷
に

影
響
し
た
よ
う
で
あ
る
。

　

熊
本
県
南
部
の
津
奈
木
町
の
山
あ
い
に
あ

る「
金
山
眼
鏡
橋
」（
津
奈
木
町
大
丸
、
町
指
定

有
形
文
化
財
）は
、
壁
石
の
一
部
が
流
失
し
た
。

が
れ
き
の
散
乱
状
態
か
ら
水
が
路
面
を
洗
っ

　「
令
和
2
年
7
月
豪
雨
」は
各
地
で
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。大
河
川
が
氾
濫
す
る
記

録
的
な
大
雨
が
降
っ
た
が
、多
く
の
石
橋
は
流
失
す
る
こ
と
な
く
持
ち
こ
た
え
た
。し
か
し
損

傷
を
受
け
、
今
後
の
保
存
に
課
題
が
生
じ
た
石
橋
も
あ
る
。被
災
地
の
道
路
は
い
ま
だ
に
通

行
が
制
限
さ
れ
て
い
て
被
害
の
全
容
を
把
握
す
る
に
は
時
間
を
要
す
る
。今
回
は
被
災
の
速

報
と
し
て
熊
本
県
の
人
吉
市
、湯
前
町
、津
奈
木
町
、八
代
市
、大
分
県
日
田
市
、福
岡
県
八

女
市
な
ど
の
石
橋
を
紹
介
す
る
。（
広
報
部
）

大
河
川
が
氾
濫
し
た「
令
和
2
年
7
月
豪
雨
」

石
橋
に
も
広
域
で
被
害
が

７

「石水寺門前眼鏡橋」は高欄の一部が崩落
＝熊本県人吉市下原田町、市指定文化財

川は氾濫したが分水路で守られた「岩本橋」
＝熊本県荒尾市、県指定文化財

写
真
提
供
／
中
村
ま
さ
あ
き
、尾
上一哉
(*1)
、上
塚
寿
朗
(*2)
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た
と
み
ら
れ
る
。

　

本
年
度
「
日
本
遺
産
」に
認
定
【
4
面
に
関
連
記

事
】
さ
れ
た
熊
本
県
八
代
市
の
二
見
川
に
架
か

る
「
赤
松
第
一
号
眼
鏡
橋
」（
八
代
市
二
見
赤
松

町
、市
指
定
有
形
文
化
財
）は
、上
流
側
の
高
欄

が
路
面
に
崩
れ
壁
石
が
一
部
が
損
壊
し
た
。山

間
部
の
栗
木
川
に
架
か
る
「
髙
原
（
た
こ
ら
）

橋
」（
八
代
市
泉
町
）は
、
上
流
右
岸
側
の
取
付

護
岸
の
石
垣
が
崩
落
し
た
。

　

一
方
、
熊
本
県
北
部
の
関
川
に
架
か
る
岩
本

橋（
荒
尾
市
上
井
手
）は
、20
㍍
ほ
ど
上
流
の
堤

防
が
崩
れ
た
が
、
橋
は
分
水
路
に
よ
っ
て
守
ら

れ
損
壊
を
免
れ
た
。

　

福
岡
県
八
女
市
の
「
尾
久
保
橋
」（
本
谷
橋
、

八
女
市
上
陽
町
）は
同
橋
は
路
面
拡
幅
の
た
め

隣
に
石
橋
が
併
設
さ
れ
て
い
る
構
造
だ
が
、
尾

上
一
哉
技
術
部
長
の
被
害
調
査
報
告
書
に
よ

る
と
、
２
つ
の
ア
ー
チ
の
基
礎
部
分
が
断
裂
し

段
差
が
生
じ
て
い
る
。基
礎
が
沈
下
し
て
下
流

方
向
へ
ア
ー
チ
が
10
㌢
㍍
以
上
移
動
し
、
ア
ー

チ
下
部
の
石
材
に
長
い
亀
裂
が
入
り
、
壁
石
も

損
傷
し
た
模
様
。

　

大
分
県
で
は
県
内
現
存
最
古
の
石
橋
だ
っ

た
「
筏
場
（
い
か
だ
ば
）
目
鏡
橋
」（
日
田
市
川

下
、１
８
０
６
年
架
設
、県
指
定
有
形
文
化
財
）

が
流
失
し
た
。２
０
１
２
年
の
九
州
北
部
豪
雨

に
よ
り
壁
石
が
崩
落
し
て
輪
石
だ
け
の
姿
に

な
り
、
17
年
の
豪
雨
を
輪
石
だ
け
の
状
態
で
持

ち
こ
た
え
た
が
、
こ
の
７
月
の
豪
雨
で
つ
い
に

姿
を
消
し
た
。

　

被
災
石
橋
は
保
存
の
危
機
に
あ
る
。

　気象庁が 8 月 11 日に発表した速報に
よると、活発な梅雨前線が九州付近から
東日本にかけて停滞し記録的な大雨を降
らせた。九州南部と北部地方、東海地方、
東北地方の多くの地点でそれぞれ 24、
48、72 時間降水量が観測史上 1 位の値
を超え、全国の観測地点の降水量の総和
と1 時間降水量 50 ㍉以上の発生回数が
共に 1982 年以降で最多となった。
　内閣府のまとめによると、この大雨によ
り熊本県南部を流れる球磨川、福岡県南
部を流れる筑後川、岐阜県を流れ木曾川
に注ぐ飛騨川、島根県と広島県を流れる
江の川、山形県を流れる最上川などの大
河川が氾濫し、土砂災害や浸水により甚
大な人的・物的被害があり、鉄道橋や道
路橋も数多く流失した。そのほか竜巻や
突風による被害も確認されている。
　7 月の大雨は災害の経験と教訓を後世
に伝えるため、「令和 2年 7月豪雨」と名
称が定められた。

令和2年7月豪雨

「尾久保橋」（本谷橋）はアーチ基礎が沈下
＝福岡県八女市上陽町 (*1)

「高原橋」は上流右岸側の石垣が崩落
＝熊本県八代市泉町 (*2)

「赤松第一号眼鏡橋」は上流側の高欄と壁石の一部が路面に崩落
＝熊本県八代市二見赤松町、市指定文化財、日本遺産認定

輪石のみの姿で残っていた大分県内現存最古の「筏場（いかだば）目鏡橋」がついに流失
＝大分県日田市、県指定文化財だった

「金山眼鏡橋」は壁石の一部が流失
＝熊本県葦北郡津奈木町、町指定文化財
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熊本県八代市の石造文化財が
「日本遺産」に認定される

1900（明治33）年に築造された10連アーチの干拓樋門「旧郡築新地甲号樋門」。アーチの部分にレンガが使用されている
＝八代市郡築三番町

　

地
域
の
文
化
財
群
が
織
り
な
す
物
語
（
ス
ト

ー
リ
ー
）を
文
化
庁
が
認
定
す
る「
日
本
遺
産
」

に
本
年
6
月
、
熊
本
県
八
代
市
の
「
八
代
を
創

造
（
た
が
や
）
し
た
石
工
た
ち
の
軌
跡
〜
石
工

の
郷
（
さ
と
）
に
息
づ
く
石
造
り
の
レ
ガ
シ
ー

〜
」が
選
ば
れ
、
全
国
１
０
４
件
の
認
定
遺
産

の
一
つ
に
加
え
ら
れ
た
。

　

八
代
地
方
に
は
石
工
が
育
ん
だ
文
化
が
残
っ

て
い
る
。江
戸
時
代
後
期
以
降
、
野
津
石
工
・

岩
永
三
五
郎
や
種
山
石
工
・
橋
本
勘
五
郎
を

は
じ
め
、
確
か
な
技
術
を
持
っ
た
石
工
を
輩
出

し
、
彼
ら
の
技
術
に
よ
っ
て
石
造
ア
ー
チ
橋
や

干
拓
樋
門
、用
水
路
が
建
造
さ
れ
た
。そ
の
後
、

特
色
あ
る
農
産
物
が
生
産
さ
れ
る
よ
う
な
り
、

地
域
に
根
付
い
た
豊
か
な
文
化
も
育
ま
れ
た
。

　
「
石
工
の
郷
」（
タ
イ
ト
ル
略
）
を
構
成
す
る

要
素
は
、
八
代
平
野
を
形
づ
く
っ
た
石
造
り
の

干
拓
樋
門（
ひ
も
ん
）や
石
橋
群
、民
俗
芸
能
な

ど
計
24
件
の
有
形
、
無
形
の
文
化
財
。各
要
素

は
左
面
の
４
つ
の
ス
ト
ー
リ
ー
に
分
類
さ
れ
、

近
代
化
す
る
日
本
を
足
元
で
支
え
た
石
工
た

ち
の
活
躍
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
て
い
る
。

　

八
代
市
東
陽
石
匠
館
の
館
長
を
務
め
た
上

塚
尚
孝
会
長
は
、「
日
本
遺
産
認
定
に
よ
っ
て
石

造
物
が
全
国
で
注
目
さ
れ
、確
か
な
技
術
を
持

っ
た
石
工
の
存
在
が
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な

れ
ば
と
願
っ
て
い
る
」
と
認
定
の
意
義
を
語
っ

た
。今
後
の
八
代
地
域
の
魅
力
発
信
に
期
待
し

た
い
。（

広
報
部
、写
真
提
供
／
中
村
ま
さ
あ
き
）

24
文
化
財
で
ス
ト
ー
リ
ー
を
構
成

天草産の砂岩が使用されている「鑑内（かんない）橋」
＝八代市鏡町鏡

「1905（明治38)年に大牟田の実業家の出資で架けられた「太平新橋」
＝八代市二見赤松町

八
代
を
創
造
し
た
石
工
た
ち
の
軌
跡

　
〜
石
工
の
郷
に
息
づ
く
石
造
り
の
レ
ガ
シ
ー
〜

た
　
が
　
や

さ
と
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「鹿路（ろくろ）橋」
＝八代市東陽町座連口高欄はなく壁石に丸い自然石が使用された「笠松橋」＝八代市東陽町久木野

種山石工の祖、林七の作とされる「鍛冶屋下橋」
＝八代市東陽町北

1929（昭和4）年架設の「谷川橋」
＝八代市東陽町鶴中

石造の干拓樋門「大鞘樋門」
＝八代市鏡町両出

「
石
工
た
ち
の
技
の
結
晶
〜
め
が
ね
橋
〜
」

12
「
白
髪
山
天
然
石
橋
」
市
指
定
天
然
記
念

　

物
。伝
説
が
残
る
天
然
ア
ー
チ

13「
鍛
冶
屋
上
・
中
・
下
橋
」市
指
定
文
化
財
。

　

種
山
石
工
の
祖
、
林
七
の
が
造
っ
た
と
い
わ

　

れ
る
石
造
ア
ー
チ
橋

14
「
鹿
路
橋
」
市
指
定
文
化
財
。石
造
ア
ー
チ

　

橋
15「
笠
松
橋
」市
指
定
文
化
財
。壁
石
に
自
然

　

石
が
使
わ
れ
た
ア
ー
チ
橋

16「
谷
川
橋
」１
９
２
９（
昭
和
４
）年
築
造
の

　

石
造
ア
ー
チ
橋

17「
赤
松
第
一
号
眼
鏡
橋
」市
指
定
文
化
財

　

財
。高
欄
の
装
飾
に
特
徴
の
あ
る
石
造
ア
ー

　

チ
橋

18
「
め
が
ね
橋
群
」
市
指
定
文
化
財
。丈
夫
さ

　

と
実
用
性
重
視
の
46
橋
が
現
存
す
る

19「
橋
本
家
文
書
」橋
本
家
に
残
る
１
３
０
点

　

も
の
歴
史
資
料

「
石
工
の
活
躍
が
も
た
ら
し
た
豊
か
さ
」

20
「
い
草
お
よ
び
い
草
製
品
」
干
拓
地
の
代
表

　

的
産
品
で
、国
産
の
約
9
割
が
八
代
産

21「
大
鞘
節
／
大
鞘
名
所
」市
指
定
無
形
文
化

　

財
。干
拓
労
働
者
が
歌
っ
た
民
謡

22
「
女
相
撲
」
市
指
定
無
形
文
化
財
。全
国

　

的
に
珍
し
い
民
俗
芸
能

23「
芝
口
棒
踊
り
」市
指
定
無
形
文
化
財
。収

　

穫
祭
な
ど
で
披
露
さ
れ
た
踊
り

24
「
ひ
ね
り
灯
籠
」
石
工
の
加
工
技
術
を
示
す

　

石
灯
籠

地
域
に
根
付
い
た
石
工
の
技
術

「
石
工
の
郷
」  

４
つ
の
ス
ト
ー
リ
ー

「
育
ま
れ
て
き
た『
石
工
の
郷
』の
風
土
」

１
「
水
島
」
国
名
勝
。石
灰
岩
を
産
出
す
る
島

　

で「
万
葉
集
」に
詠
わ
れ
て
い
る

２
「
白
島
」
天
然
記
念
物
。八
代
城
の
石
垣
に

　

は
こ
の
島
の
石
灰
岩
が
使
わ
れ
て
い
る

３「
麦
島
城
跡
」国
史
跡
。キ
リ
シ
タ
ン
大
名

　

小
西
行
長
が
築
城
後
、
大
地
震
で
倒
壊
。

　

石
垣
に
石
灰
岩
が
使
用
さ
れ
て
い
た

４
「
八
代
城
跡
」
国
の
史
跡
。石
垣
に
石
灰
岩

　

を
使
用
。麦
島
城
の
石
垣
も
転
用
さ
れ
た

５
「
美
生
地
区
の
生
姜
棚
田
」
文
化
的
景
観
。

　

石
積
み
の
棚
田
で
は
生
姜
な
ど
を
生
産

「
干
拓
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
平
野

　
　
　
　
〜
干
拓
事
業
と
石
工
の
活
躍
〜
」

６「
大
鞘
樋
門
群
」県
史
跡
。１
８
１
９（
文
政

　

２
）年
の
干
拓
の
際
に
築
造
さ
れ
た

７
「
鑑
内
橋
」
市
指
定
文
化
財
。天
草
産
と
推

　

定
さ
れ
る
砂
岩
が
使
用
さ
れ
て
い
る

８
「
岩
永
三
五
郎
の
墓
」
市
指
定
史
跡
。岩
永

　

三
五
郎
は
干
拓
事
業
を
成
功
に
導
い
た

９「
文
政
神
社
」干
拓
事
業
に
従
事
し
た
人
々

　

を
祭
る
神
社

10「
旧
郡
築
新
地
甲
号
樋
門
、附
・
潮
受
堤
防
」

　

国
指
定
重
文
。石
造
10
連
ア
ー
チ
の
樋
門

　

は
国
内
最
大
級
。現
役
の
樋
門

11
「
郡
築
二
番
町
樋
門
」
国
登
録
有
形
文
化

　

財
。１
９
３
８
（
昭
和
13
）
年
建
造
の
石
造

　

３
連
ア
ー
チ
樋
門
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中
国
・
福
建
省
の
長
大
石
桁
橋
「
安
平
橋
」

を
撮
影
し
た
と
き
の
こ
と
。
橋
を
見
下
ろ
す

場
所
を
探
し
て
い
る
と
、
遠
く
の
丘
の
上
に

民
家
が
見
え
る
。
あ
そ
こ
だ
。
坂
道
を
急
ぎ
、

住
人
と
交
渉
し
て
屋
上
に
上
げ
て
も
ら
っ
た
。

遠
景
を
撮
る
に
は
い
い
が
、
曇
天
で
光
が
弱

い
。
だ
が
仕
方
が
な
い
と
思
い
、
撮
影
を
終

え
て
主
人
と
奥
さ
ん
に
礼
を
述
べ
、
次
の
取

材
先
へ
と
向
か
っ
た
。

　

そ
の
翌
朝
は
晴
天
。
昨
日
の
屋
上
で
撮
り

直
し
た
い
と
思
っ
た
。
予
定
を
変
更
し
て
20

㌔
㍍
ほ
ど
離
れ
た
昨
日
の
家
へ
と
急
い
だ
。

と
こ
ろ
が
、
主
人
が
留
守
だ
か
ら
と
中
へ
入

れ
て
く
れ
な
い
。
な
ぜ
今
日
は
駄
目
な
の
だ

ろ
う
か
。
し
か
し
こ
こ
で
諦
め
る
わ
け
に
は

「中国の古橋」撮影記	
�
   その4

榊　晃弘（福岡県）

い
か
な
い
。
ガ
イ
ド
も
必
死
に
頼
ん
で
く
れ

た
。
40
分
ほ
ど
待
た
さ
れ
た
後
、
娘
さ
ん
ら

し
い
人
が
家
に
来
て
、
や
っ
と
屋
上
に
上
げ

て
も
ら
っ
た
。
後
で
ガ
イ
ド
に
聞
く
と
、
こ

の
家
の
主
人
は
作
家
で
、
橋
に
理
解
が
あ
っ

た
か
ら
中
へ
入
れ
て
く
れ
た
ら
し
い
。
中
国

で
は
治
安
の
関
係
で
、
知
ら
な
い
他
人
を
家

の
中
に
入
れ
な
い
こ
と
を
知
ら
さ
れ
た
。

　

治
安
と
い
え
ば
安
平
橋
で
、
近

く
に
住
む
と
い
う
老
女
に
こ
う
忠

告
さ
れ
た
。「
暗
く
な
る
と
橋
の

中
に
入
ら
な
い
方
が
い
い
よ
。
あ

ん
た
は
カ
メ
ラ
を
持
っ
て
い
る
か

ら
強
盗
に
襲
わ
れ
る
か
も
し
れ
な

い
。
最
近
は
何
人
か
の
若
い
者
が

観
光
客
を
狙
っ
て
い
る
よ
う
だ
か

ら
気
を
つ
け
た
方
が
い
い
。
こ
の

橋
は
両
端
以
外
に
出
入
口
が
な
い

か
ら
逃
げ
ら
れ
な
い
よ
」。
そ
れ
か

ら
は
忠
告
を
肝
に
銘
じ
、
治
安
を

意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

山
東
省
の
「
信
量
橋
」
で
は
、

橋
の
欄
干
の
一
部
が
盗
ま
れ
て
い

た
。
各
地
で
欄
干
の
板
石
に
故
事
を
浮
き
彫

り
し
た
も
の
を
よ
く
目
に
す
る
が
、
こ
こ
で

は
そ
の
板
石
が
持
ち
去
ら
れ
て
い
た
。
売
ら

れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
路
面
は
立
ち
入
り
禁
止

に
な
っ
て
い
て
橋
の
上
に
は
入
れ
な
か
っ
た
。

橋
に
施
さ
れ
た
彫
刻
が
夕
日
を
受
け
て
立
体

的
に
浮
か
ぶ
日
没
前
を
狙
い
、
急
い
で
来
た

の
に
が
っ
か
り
し
た
。　
　
　

  
（
次
号
に
続
く
）

治
安
を
意
識
す
る
よ
う
に

「
巨
樹
」写
真
集
を
発
刊

上流側に足場となる仮桟橋が設置され、解体に向け工事が
再開された「大肥橋」
＝2020年9月13日、中村まさあき撮影

榊晃弘写真集
「九州・沖縄の巨樹～遙かなるいのちの旅～」
A4判変型、128㌻、定価4400円（税込）
花乱社 Tel.092-781-7550 Fax.092-781-7555
メールinfo@karansha.com

　

榊
晃
弘
写
真
集「
九
州
・
沖
縄
の
巨
樹
〜
遙

か
な
る
い
の
ち
の
旅
〜
」が
7
月
に
発
刊
さ
れ

た
。脚
本
家
の
倉
本
聰
氏
が
序
文
を
寄
せ
、生

命
力
に
あ
ふ
れ
個
性
的
で
存
在
感
の
あ
る
１

０
０
本
の
巨
樹
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

　

石
造
ア
ー
チ
橋
の
ル
ー
ツ
を
求
め
て「
中
国

の
古
橋
」の
取
材
中
だ
っ
た
榊
氏
は
2
0
1
1

年
、福
島
原
発
事
故
の
ニ
ュ
ー
ス
に
耳
を
疑
っ

た
。安
全
と
さ
れ
た
は
ず
の
日
本
で
重
大
な
原

発
事
故
が
起
き
た
。技
術
を
過
信
し
た
日
本
人

が
利
便
性
を
追
い
求
め
て
き
た
結
果
な
の
で

は
な
い
か
、自
然
に
対
す
る
畏
敬
の
念
を
失
う

と
人
々
の
心
は
荒
廃
し
て
し
ま
う
の
で
は
な

い
か
…
。そ
う
し
た
思
い
が
榊
氏
の
ま
な
ざ
し

を「
巨
樹
」へ
と
向
か
わ
せ
た
と
い
う
。

　

人
間
の
一
生
の
長
さ
と
は
比
べ
も
の
に
な
ら

な
い
ほ
ど
長
い
寿
命
を
持
つ
巨
樹
は
、人
々
の

営
み
を
見
詰
め
て
続
け
て
い
る
。そ
ば
に
行
け

ば
巨
樹
が
何
か
を
語
り
か
け
て

く
れ
る
は
ず
…
。榊
氏
は
九
州
・

沖
縄
を
訪
ね
、幹
周
り
５
㍍
以

上
の
巨
樹
を
巡
り
、写
真
集
に

ま
と
め
た
。

「
大
肥
橋
」撤
去
へ
工
事
再
開

　

大
分
県
日
田
市
の
大
肥
橋
（
１
８
９
９
年

架
橋
）
の
撤
去
工
事
が
始
ま
っ
て
い
る
。
本
年

5
月
ご
ろ
川
に
足
場
と
な
る
仮
桟
橋
が
設
置

さ
れ
た
が
、
石
橋
の
内
部
構
造
が
想
定
外
に

頑
丈
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
工
事
は
進
展
し
な
い

ま
ま
7
月
の
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
た
。
9
月
に

な
っ
て
再
び
工
事
が
始
ま
っ
た
よ
う
だ
。

　

撤
去
は
当
初
、
昨
年
11
月
と
発
表
さ
れ
た

め
10
月
に
地
元
住
民
に
よ
る
お
別
れ
の
会
が

催
さ
れ
、
橋
の
右
岸
側
に
あ
る
神
社
の
石
垣

に
「
１
１
９
年
間
あ
り
が
と
う
!
大
肥
橋
」

の
横
断
幕
が
掲
げ
ら
れ
た
。

　

工
事
は
1
年
余
り
延
び
た
が
、
予
定
に
変

更
が
な
け
れ
ば
、
大
肥
橋
は
12
月
ま
で
に
撤

去
さ
れ
、
来
年
３
月
ま
で
に
石
橋
の
モ
ニ
ュ
メ

ン
ト
を
置
い
た
広
場
が
橋
の
近
く
に
整
備
さ

れ
る
。（
広
報
部
）

全長2070㍍の長大石桁橋「安平橋」
＝中国・福建省泉州市　　　　　　　　　写真提供／榊 晃弘



<7>　「日本のいしばし」97 号（通算）　2020 年 9月29日発行

三
五
郎
は

　
八
面
六
臂
か（
白
秋
）

　

薩
摩
に
赴
い
た
岩
永
三
五
郎
は
、
石
橋
の

架
設
、
河
川
の
改
修
、
新
田
開
発
、
港
湾
修

築
な
ど
の
土
木
事
業
を
任
さ
れ
た
。
鹿
児
島

県
石
橋
記
念
館
の
展
示
解
説
書
に
よ
る
と
、

そ
れ
ら
事
業
は
、
藩
財
政
の
危
機
に
対

し
前
藩
主
・
島
津
重
豪
（
し
げ
ひ
で
）

が
調
所
広
郷
（
ず
し
ょ
ひ
ろ
さ
と
）
を

家
老
に
抜
擢
し
て
推
進
さ
せ
た
、
藩
政

改
革
の
成
功
を
示
す
産
業
振
興
策
だ
っ

た
と
さ
れ
る
。
調
所
の
用
人
・
海
老
原

清
煕
（
え
び
は
ら
き
よ
ひ
ろ
）
が
監
督

し
、
作
事
奉
行
や
道
奉
行
、
郡
奉
行
、

勘
定
方
小
頭
や
書
役
な
ど
が
関
わ
り
、

郡
奉
行
見
習
の
待
遇
で
肥
後
か
ら
迎
え

た
主
任
技
術
者
の
岩
永
三
五
郎
を
藩
大

工
、
阿
蘇
鉄
矢
が
補
佐
す
る
体
制
で
進

め
ら
れ
た
。

甲
突
川
に
五
石
橋
を
架
け
る

　

そ
の
よ
う
な
体
制
で
鹿
児
島
城
下
を

流
れ
る
甲
突
川
に
は
、
１
８
４
５
（
弘

化
２
）
年
か
ら
年
に
１
橋
の
ペ
ー
ス
で
長
大

な
石
造
ア
ー
チ
橋
が
築
造
さ
れ
て
い
っ
た
。

　

①「
新
上
橋
（
し
ん
か
ん
ば
し
）」
４
連
ア

ー
チ
、
橋
長
46
・
８
㍍
、
建
設
費
２
４
１
５

両
②「
西
田
橋
」
４
連
ア
ー
チ
、橋
長
49
・
５
㍍
、

建
設
費
７
１
２
７
両
③「
高
麗
橋
」
４
連
ア
ー

チ
、
54
・
９
㍍
、
建
設
費
２
８
０
０
両
④「
武

之
橋
（
た
け
の
は
し
）」、
５
連
ア
ー
チ
、
橋

長
71
㍍
、
建
設
費
２
４
０
０
両
⑤「
玉
江
橋
」

４
連
ア
ー
チ
、
橋
長
50
・
７
㍍
、
建
設
費
１

５
６
０
両
│
。

　

そ
れ
ら
は
「
五
石
橋
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う

に
な
り
、
岩
永
三
五
郎
の
代
表
作
と
し
て
残

っ
た
。
中
で
も
西
田
橋
は
、
参
勤
交
代
の
行

列
が
通
る
街
道
に
架

か
る
橋
で
あ
っ
た
た

め
か
建
設
費
が
突
出

し
て
い
た
。

　

海
老
原
が
見
た
三

五
郎
に
つ
い
て
、
展

示
解
説
書
に
は
永
安

橋
に
残
る
話
が
紹
介

さ
れ
て
い
る
。

　
「
性
質
淡
薄
寡
欲

ま
こ
と
に
良
工
な
り

し
は
人
の
能
（
よ
）

く
知
る
と
こ
ろ
に
し

て
、
水
利
を
視
、
得

失
を
考
え
、
大
数
を

測
る
に
敏
な
る
所
に

し
て
、
初
め
て
見
る

地
と
雖
（
い
え
ど
）
も
神
の
如
（
ご
と
）
し
」

と
高
く
評
価
し
て
い
る
。
一
方
で
、「
筆
算
に

拙
（
つ
た
な
）
き
者
故
（
ゆ
え
）、阿
蘇
副
（
そ
）

う
て
常
に
之
（
こ
れ
）
を
補
う
」
と
も
。
阿

蘇
と
は
藩
大
工
の
阿
蘇
鉄
矢
の
こ
と
。

　

五
石
橋
の
工
事
が
進
む
中
、
４
橋
目
の
武

之
橋
が
で
き
た
１
８
４
８
（
嘉
永
元
）
年
、

調
所
広
郷
は
幕
府
か
ら
密
貿
易
の
嫌
疑
を
受

け
、
12
月
に
自
殺
に
追
い
込
ま
れ
る
。

解
体
復
元
工
事
の
石
工
頭
も
脱
帽

　

今
か
ら
40
年
以
上
前
、
私
は
鹿
児
島
へ
行

く
機
会
が
あ
り
、
甲
突
川
の
五
石
橋
を
徒
歩

で
見
て
回
っ
た
。
最
上
流
に
架
か
る
玉
江
橋

か
ら
順
に
下
流
へ
向
か
い
新
上
橋
、
西
田
橋

を
眺
め
た
と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
は
４
連
ア
ー

チ
の
う
ち
川
の
中
央
寄
り
の
２
つ
の
ア
ー
チ

が
左
右
両
岸
の
各
ア
ー
チ
よ
り
大
き
い
こ
と
、

水
切
石
が
意
外
と
小
さ
い
三
角
す
い
だ
と
の

印
象
を
持
っ
た
。
と
こ
ろ
が
高
麗
橋
を
見
る

と
水
切
石
が
高
く
直
立
し
て
い
る
の
に
驚
い

た
こ
と
を
思
い
出
す
。
増
水
期
を
見
越
し
て

の
設
計
だ
ろ
う
。

　

そ
の
後
、
１
９
９
５
（
平
成
５
）
年
８
月

6
日
の
水
害
で
武
之
橋
と
新
上
橋
が
流
失
し

て
し
ま
う
。
五
石
橋
の
う
ち
残
っ
た
３
橋
に

つ
い
て
鹿
児
島
で
は

現
地
保
存
か
解
体
移

設
か
で
激
し
く
意
見

が
対
立
し
た
が
、
最

終
的
に
鹿
児
島
市
の

石
橋
記
念
公
園
に
移

設
保
存
さ
れ
た
。

　

公
園
が
開
園
し
た

２
０
０
０
年
、
日
本

の
石
橋
を
守
る
会
に

「
渡
り
初
め
」
の
招

待
状
が
届
き
、
私
は

西
田
橋
の
解
体
復
元
工
事
で
石
工
頭
を
務
め

た
竹
部
光
春
氏
（
熊
本
県
出
身
）
と
一
緒
に

同
橋
の
路
面
を
歩
い
た
。
竹
部
氏
は
石
工
頭

と
し
て
熊
本
・
美
里
町
の
霊
台
橋
修
復
工
事

を
担
当
し
た
経
歴
を
持
つ
現
代
の
名
工
。
そ

の
竹
部
氏
が
私
に
「
岩
永
三
五
郎
は
な
、
天

才
で
す
ば
い
」
と
語
ら
れ
た
。

　

西
田
橋
の
外
観
は
、
輪
石
が
二
重
に
な
っ
て

い
る
よ
う
に
輪
石
の
外
側
を
輪
石
よ
り
や
や

厚
み
の
な
い
壁
石
が
囲
み
、
袴
石
（
は
か
ま

い
し
）
の
上
の
壁
石
は
扇
を
広
げ
た
よ
う
な

形
状
に
整
然
と
並
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
の
外

観
の
特
徴
は
五
石
橋
に
共
通
し
た
構
造
美
で

あ
り
、
中
で
も
西
田
橋
の
壁
石
は
、
石
材
表

面
が
仕
上
げ
鉋
（
か
ん
な
）
を
か
け
た
よ
う

に
き
め
細
か
な
出
来
栄
え
。
路
面
は
長
い
板

石
を
斜
め
に
敷
い
た
粋
（
い
き
）
な
デ
ザ
イ

ン
で
、
銅
製
の
擬
宝
珠
（
ぎ
ぼ
し
）
を
被
せ

た
高
欄
の
手
す
り
は
円
柱
状
に
加
工
さ
れ
、

堂
々
と
し
た
風
格
を
備
え
て
い
る
。

　

河
床
に
は
、
大
雨
の
際
の
洗
掘
を
防
止
し

石
橋
の
経
年
沈
下
を
防
止
す
る
た
め
、
松
材

を
梯
子
（
は
し
ご
）
状
に
組
ん
だ
「
梯
子
胴
木
」

が
橋
幅
の
３
倍
幅
に
敷
か
れ
、
そ
の
上
に
「
護

床
敷
石
」
が
敷
き
詰
め
ら
れ
て
い
た
。
三
五

郎
は
や
は
り
八
面
六
臂
の
人
物
だ
と
納
得
。

　

竹
部
氏
も
岩
永
三
五
郎
の
周
到
さ
に
脱
帽

さ
れ
た
よ
う
だ
が
、
高
欄
を
な
で
な
が
ら
「
工

事
費
が
高
け
れ
ば
石
工
は
、
そ
れ
相
応
の
仕

事
ば
す
る
も
ん
で
す
ば
い
」
と
談
笑
さ
れ
た
。

　
（
２
０
２
０
年
４
月
７
日
記
、
次
号
に
続
く
）

〓おんこせっきょうき〓

上塚 尚孝
温故石拱記温故石拱記

マ
マ

西田橋　カット画／上塚尚孝
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編
集
後
記
（
お
知
ら
せ
）

日本の石橋を守る会
～石橋とその文化を大切に～

「
令
和
２
年
７
月
豪
雨
」
で
被
災
し
た
石
橋
の

情
報
が
あ
れ
ば
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

▽

会
報
担
当
・
中
村
ま
さ
あ
き

会
報
96
号
の
４
カ
所
に
訂
正
が
あ
り
ま
し
た
。

1
面
本
文
2
段
11
行
目

　
「
設
計
」を「
監
理
」に
訂
正

4
面
本
文
1
段
4
行
目

　
「
佐
賀
藩
諫
早
領
主
の
出
資
、」
を
「
佐
賀
本

　
藩
と
諫
早
領
主
の
出
資
、」に
訂
正

4
面
本
文
1
段
6
行
目

　
「
銀
3
0
0
0
貫（
現
在
の
10
億
円
ほ
ど
）も

　

の
費
用
を
か
け
て
」
を
「
銀
高
30
貫
目
余
り

　（
諫
早
家
文
書
）の
費
用
を
か
け
て
」に
訂
正

7
面
本
文
4
段
1
6
行
目

　
「
国
分
村
」を「
国
分
小
村
」に
訂
正

事
務
局
長　

軸
丸 

英
顕

　

福
岡
県
八
女
市
に
お
い
て
５
月
24
日
〜
25

日
に
開
催
を
予
定
し
て
い
た
第
41
回
大
会
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大
の
た
め
に
や

む
な
く
中
止
い
た
し
ま
し
た
。大
会
を
楽
し
み

に
さ
れ
て
い
た
会
員
の
皆
さ
ま
に
は
申
し
訳

な
く
、
開
催
の
準
備
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た

「
八
女
上
陽
の
『
ひ
ふ
み
よ
橋
』
を
守
る
会
」
の

皆
さ
ま
に
は
大
変
お
手
数
を
お
か
け
す
る
結

果
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。紙
面
を
も
っ
て

謝
意
を
表
し
ま
す
。

ネ
ッ
ト
を
利
用
し
緊
急
理
事
会
開
催

　

総
会
で
審
議
を
予
定
し
て
い
た
内
容
に
つ

　

福
岡
県
嘉
麻
市
桑
野
の
遠
賀
川
源
流
域
近

く
に
は
、
全
国
的
に
珍
し
い
リ
ブ
ア
ー
チ
式
の

「
掛
橋
の
石
橋（
仮
称
）」（
橋
長
約
９
㍍
、
橋
幅

約
２
・
４
㍍
）
が
あ
る
。普
段
は
や
ぶ
の
中
に

隠
れ
た
こ
の
橋
の
輪
石
は
縦
長
の
石
材
５
列

が
５
石
並
ぶ
扁
平
な
リ
ブ
ア
ー
チ
。壁
石
は
拱

頂
部
の
み
切
石
が
１
列
連
な
る
が
、
両
岸
近

く
に
は
丸
い
小
石
が
多
数
使
用
さ
れ
て
い
る
。

　

地
域
に
眠
る
こ
の
石
橋
に
つ
い
て
、
福
岡
県

立
朝
倉
高
等
学
校
（
荻
野
幹
生
校
長
）
2
年
生

の
中
原
透
也
（
と
う
や
）
さ
ん
ら
は
史
学
部

（
顧
問
・
泉
信
至
教
諭
）の
部
活
動
と
し
て
調

査
を
進
め
て
い
る
。昨
年
12
月
に
は
発
表
会
を

開
き
、
発
表
内
容
を
動
画
投
稿
サ
イ
ト「
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
」
で
紹
介
。さ
ら
に
住
宅
地
図
を
刊

行
す
る「
ゼ
ン
リ
ン
」に
も
働
き
か
け
、
嘉
麻
市

の
２
０
２
０
年
度
版
地
図
に
石
橋
の
場
所
が

表
記
さ
れ
た
。そ
う
し
た
話
題
（
毎
日
新
聞
記

事
）
が
６
月
に
ネ
ッ
ト
ニ
ュ
ー
ス
で
取
り
上
げ

ら
れ
、そ
の
後
は
ラ
ジ
オ
や
テ
レ
ビ
で
も
紹
介

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、高
校
生
の
活
動
が
地
域

住
民
に
も
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　

10
月
24
日
㈯
14
時
に
は
「
ピ
ー
ポ
ー
ト
甘
木

２
階
視
聴
覚
室
」（
朝
倉
市
甘
木
）
で
発
表
会

「
奇
跡
の
石
橋
〜
幻
の
リ
ブ
ア
ー
チ
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ

２
〜
」
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。入
館
料
は
無
料

で
誰
で
も
発
表
を
聞
け
る
。 （
広
報
部
）

い
て
は
熊
本
地
震
の
影
響
で
中
止
し
た
第
37

回
大
会
に
倣
い
、
ま
た
感
染
に
配
慮
し
て
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
緊
急
理
事
会
を
開

催
し
て
審
議
し
ま
し
た
。な
お
中
止
決
定
時
点

で
の
大
会
出
席
予
定
会
員
22
人
に
対
し
委
任

状
提
出
会
員
は
87
人
に
上
っ
た
た
め
、
議
決
に

必
要
な
数
で
あ
る
会
員
総
数
（
個
人
１
６
１
・

団
体
３
）の
過
半
数
に
達
し
て
い
ま
す
。

　

本
会
の
本
年
度
予
算
額
は
56
万
７
０
０
０

円
。繰
越
金
の
ほ
か
主
な
収
入
は
会
費
で
、
主

な
支
出
は
会
報
発
行
や
大
会
準
備
な
ど
に
関

連
す
る
費
用
で
す
。役
員
手
当
の
計
上
は
あ
り

ま
せ
ん
。別
途
、
石
橋
の
魅
力
を
伝
え
石
橋
を

守
る
活
動
支
援
の
た
め
の「
石
橋
文
化
振
興
基

金
」に
１
０
０
万
円
を
保
管
し
て
い
ま
す
。

掛橋の石橋（福岡県嘉麻市桑野）
YouTube動画「幻の石橋」（福岡県立朝倉高等学校HPより）
http://asakura.fku.ed.jp/html/club/historicalscience.html

第
41
回
大
会
を
中
止

§ 

福
岡
県
立
朝
倉
高
等
学
校

高
校
生
が
リ
ブ
ア
ー
チ
橋
調
査

　

本
年
度
は
多
く
の
会
員
が
集
う
活
動
の
実

施
が
見
通
せ
な
い
状
況
な
の
で
、当
面
は
基
本

と
な
る
石
橋
情
報
の
収
集
、会
報
や
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
よ
る
広
報
活
動
を
し
っ
か
り
と
や
っ
て

い
く
予
定
で
す
。な
お
、
本
会
大
会
に
併
せ
て

開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
た「
寄
口
橋
架
設
１
０

０
周
年
記
念
行
事
」は
、
来
年
３
月
に
開
催
が

延
期
さ
れ
ま
し
た
。詳
細
が
分
か
り
次
第
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

来
年
度
大
会
は
熊
本
県
八
代
市
へ

　

来
年
度
の
大
会
開
催
地
は
、「
石
工
の
郷
」と

し
て
文
化
庁
の
「
日
本
遺
産
」
に
認
定
さ
れ
た

熊
本
県
八
代
市
を
軸
に
調
整
中
で
す
。今
後
も

石
橋
を
愛
し
石
橋
の
魅
力
を
伝
え
る
活
動
に

ご
支
援
や
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

koho@
ishibashi-m

am
orukai.jp


